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　2011年の東日本大震災の際に、家族や友
人の安否を確かめるツールとして多くの方が
頼りにしたのが携帯電話とメールでした。3
月11日午後に最初の地震が発生した直後に
は、日本の広い範囲で、推定で通常の50倍超
の通信需要が発生し、長時間にわたり電話が
つながらない状態が続きました。さらには、
東北地方の太平洋側沿岸を中心に、その後の
数日間で停電により携帯電話が使えなくなる
地域がどんどん広がっていきました。震災の
際に電話やメールが使えなくなった主な原因
は、地震や津波による設備の破壊ではなく、通
信の集中と長期間にわたる停電だったので
す。余震が続く中で頼りにしていた携帯電話
さえ使えなくなり、被災された皆様はさぞか
し心細い思いをされたものと思います。たと
え“想定外”の大震災であっても情報通信サー
ビスを確保することが必要なのです。

　
　日本の電気通信サービスは1985年に自
由化され、民間事業者が設備投資を行ってサ
ービスを提供しています。まさかの時のため
にどこまで準備すればよいのか。ビジネスと
公共性のバランスを保たなければならない。
これは、市場競争にさらされている民間事業
者にとって非常に難しい問題です。私は今、
行政官としてこの難しい問題への解法を周り
の皆さんと一緒に考える仕事に取り組んでい
ます。
　自然災害はいつ来てもおかしくありません
ので、早く手当てすることに越したことはあ
りません。例えば、既存の技術レベルの設備
を短期間で増設することで災害対策を講じる
ことも可能ですが、この方法だけで“想定外”
までカバーしようとすれば、必要な投資は“青
天井”になり、民間にとっては過度の負担とな
ります。一方、行政が支援することで、これま
でとは違う発想による新しい技術を迅速に開
発、導入できるならば、コストを抑えながら
“想定外”を克服できる可能性が出てきます。
もちろん、このような可能性の検討には、現場
で起きている問題を正確に把握し、実行可能

　電気通信技術システム課では、電気通信
サービスが安心・安全に利用できるように
電気通信に利用する設備や端末の基準を
定めるとともに、設備故障や自然災害など
により電気通信サービスに障害が発生し
た際の情報収集を行い、迅速なサービス復
旧作業や障害の再発防止を通信事業者に
指示します。
　今や国民生活に密接に関係している電
気通信という基幹インフラの安定利用に
関わる業務を行っているだけに、通信事業
者と基準のあり方などで衝突することが
あります。そのような時に杉野課長は、国
民の立場にたった主張を理論整然と説明
しつつも、相手の意見にも耳を傾けて、ど
こに問題があるのかを的確に見抜き、素早
く問題を解決していきます。
　また、どんなに忙しいときでも、杉野課
長は課内のみんな一人一人に「仕事は順
調？問題は何かある？」とオープンに声を
かけてくれるため、私たちも気軽に相談等
を行うことができ、非常に風通しよく、効
率的に仕事をできる職場になっています。
　当然、厳しく指導を頂くこともあります
が、常にオープンな杉野課長のもとで、楽
しいながらもまじめに、課内一丸となって
日々職務に励んでいます。

“resilient networks”
を追い求める

東日本大震災に学ぶ

障害や災害に強い情報通信ネットワークの構築

　自宅のみならず外出先でも気軽にブロードバンドサービスが利用できるようになり、私たちの生活は大変便利になりました。最近では、スマホが普及

し、ネットワークを介して様々なサービスをより自由に楽しめるようになりました。その一方、インターネットや携帯電話が使えなかったために大変困っ

たという経験をされた方も多いのではないでしょうか。加えて、今までにはないような障害が発生し、通信が出来なくなる事例が増えています。

　情報通信ネットワークは、重要な社会インフラであり、私たちの生活をあらゆる面で支えています。特に、東日本大震災の経験から、情報通信ネット

ワークが災害時における極めて重要なライフラインであることが強く再認識されました。平時はもちろんのこと、まさかの時にも、確実につながるこ

とが求められています。

　私は今、産学と協力、連携しながら、研究開発による新しい技術の導入、技術基準の見直し、必要な設備の整備に向けた政策的支援などを積極的に推進

し、障害や災害に強い情報通信ネットワーク（“resilient networks” ）の構築に取り組んでいます。　

エンジニアリングの感性を行政に活かす

村井　遊
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電気通信事業部
電気通信技術システム課

ある1日のスケジュール
Schedule 9:30 10:00 11:00 12:00 13:30 16:00 17:30 19:30

課内での打合せ
技術基準の見直し作業の進捗状況
について報告を受ける。関連する
他の規則との整合性や今後のスケ
ジュールについて確認。

登庁
到着後、早速、受信メールと朝
刊の新聞記事にざっと目を通
す。

電気通信事業者との面会
先月発生した重大な通信障害
についての報告書を受け取る。
原因を究明し、再発防止に努
めることが何よりも大切。

昼食
午後に外出するため、妻が用意し
てくれたお弁当（妻に心より感
謝。）を今日はいつもよりかなり
急いで食べる。12：20に出発。

研究開発プロジェクトの視察
基本的な機能の研究開発は計画
どおりに進んでいる様子。この
後は、実証実験によるユーザ評
価の段階にいよいよ入ることに
なる。視察後、次の訪問先へ移動。

審議会の準備
外出先から戻り、明日開催され
る審議会の準備作業を進める。
その後、外出中に連絡のあった
諸々の案件に取りかかる。

外部の会合で講演
関連する民間企業の方々に技術の
進展に伴う新しい制度を紹介。質疑
応答を通して、参加された方々に理
解を深めて頂くことが大事。

退庁
今日は午後に外出先で
の用務が続いたため、
いつもより遅い退庁
となった。
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電気通信事業部
電気通信技術システム課長

Sugino　Isao

で合理的な解法であること、しかも思わぬ副
作用がないことを、あらゆる面から慎重に確
かめていくプロセスが必要です。

　考えてみると、こういうプロセスは理系向
きだと思いませんか。前提条件を見落とさな
いように注意しながら解決すべき問題を定義
して、合理的な解法を追求する。難しい問題
の解を考える際には、前提条件を少し変えて
みる。一般解を求めることが困難な数式であ
っても、境界条件を少し変えた特殊解であれ
ば案外簡単に求めることができる場合があり
ますよね。それと同じで、ある面での悪条件
を少し我慢しさえすれば、他の面では格段に
状況が改善し、より多くの人に喜んでもらえ
る場合がよくあります。特に、情報通信の分
野では、技術の進展が速いので、エンジニアリ
ングの観点から解法のヒントが上手く見つか
ることが少なくありません。周りの皆さんと
協力しながらこういうプロセスを直に経験で
きることが、技術系行政官の仕事の醍醐味だ
と思います。
　行政官の仕事は難しいと感じている方もお
られるかもしれませんが、理系に進む好奇心
があれば全く心配いりません。思い切って飛
び込んでみて下さい。あなたのエンジニアリ
ングの感性が様々な場面で役立つことに、す
ぐに気付くはずです。しかも、活躍するチャ
ンスは地球規模で広がっています。退屈しま
せん。おすすめです。
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郵政省採用

　同　通信政策局技術開発企画課

　同　電気通信局電波部移動通信課

米国留学（マサチューセッツ工科大学大学院）

郵政省電気通信局電波部計画課総合計画係長

　同　電気通信局電気通信事業部電気通信技術システム課専門職

　同　電気通信局電気通信事業部電気通信技術システム課課長補佐

　同　電気通信局電気通信事業部事業政策課課長補佐

在英国日本国大使館一等書記官

総務省情報通信政策局通信規格課課長補佐

　同　情報通信政策局通信規格課標準化推進官

　同　情報通信政策局通信規格課企画官

九州工業大学教授

総務省情報通信国際戦略局技術政策課研究推進室長
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術系技


